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 第３期 さかえ・つながるプラン 素案 

 
第５章 策定の経過 

 
１ 第３期計画策定のプロセス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区計画    地区別計画   

平成 25 年度 

平成 26 年度 

平成 27 年 
4 ⽉〜9 ⽉ 

平成 27 年 
９⽉ 

  論論点点『『第第３３期期ささかかええ・・つつななががるるププラランン（（栄栄区区地地域域福福
祉祉保保健健計計画画））案案策策定定にに向向けけてて』』のの提提⽰⽰  

アンケートの実施 
区⺠アンケート（平成２５年１１⽉１４⽇〜１２⽉１３⽇） 
活動者・活動団体アンケート（平成２６年３⽉） 

第２期計画の振り返り 
第３期計画について検討 

第３期計画の課題抽出 
計画策定に向けた論点整理 

 
第２期計画の振り返り 
第３期計画について検討 
 

論点に基づいた議論 
第３期計画について検討 

平成 2７年 
９⽉〜 

栄区地域福祉保健推進会議 3 回開催  

推進部会 4 回開催 

栄区地域福祉保健推進会議の開催  

栄区地域福祉保健推進会議の開催 

連合町内会エリアを単位と
した７地区で実施 

論点に基づいた議論 
第３期計画について検討 

７地区ごとに重点取組を設定 

特⾊ある取組を検討 

意意⾒⾒募募集集  

  公公表表  平成 28 年 
3 ⽉末 
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２ 第２期計画の振り返り 
 

第 2 期計画では、サロンなどの交流・集いの場づくり、継続的な健康づくりの取組、
情報誌等による情報受発信の取組など、⾝近な地域での活動が充実してきています。
また、⼦どもや⻘少年と地域がつながるイベント等の機会や障害児・者が⾝近な地域
で参加・体験できる活動も増えてきています。地域での様々な安全・安⼼に関わる取
組が評価され、平成 25 年 10 ⽉にはＷＨＯ協働センターよりセーフコミュニティ認証
を取得することができました。 

しかし⼀⽅で、⾼齢化の進む栄区では、地域活動の担い⼿の⾼齢化や担い⼿の固定
化が課題となっており、地域みんなで地域を⽀えるムーブメントづくり・⼈財づくり、
取組を⾃⽴的継続的に運営できる組織づくりなど、社会を⽀える新たな基盤づくりが
求められています。 

第 3 期計画では、これまで充実してきた取組を⼤切に進めるとともに、誰もが住み
慣れた地域で安⼼して暮らせるように、区⺠総参加で地域課題への取組を⾏っていき
ます。 

 

■第２期計画 基本⽅針ごとの総合評価 
１ 担い⼿の発掘・育成 
担い⼿拡⼤に向け、趣味をきっかけにするなど取組に⼯夫がみられます

が、顔ぶれの固定化、担い⼿の⾼齢化など課題が多く残っています。 
△ 

（⼀部不⼗分） 
２ 情報の受発信 
情報誌や顔の⾒える関係による⾝近な地域での伝達は充実してきてい

ます。今後は情報を届けたい相⼿に合わせた媒体の活⽤等が課題です。 
○ 

（⽬標通り） 
３ 健康・⽣きがいづくり 
⾝近な地域での健康づくりの活動が拡がっています。しかし、若い世代

への健康意識向上については、さらに取組を進めていく必要があります。 
○ 

（⽬標通り） 
４ 交流の場づくり 

⾝近な地域の中のサロン等が増加し、交流の場が充実してきています。
交流を通じ、情報伝達、学び、⾒守りなど様々な効果が得られています。 

◎ 
(⽬標を上回る

成果) 
５ ⽣活環境の向上 
活発な地域活動が評価され、セーフコミュニティ認証を取得できまし

た。今後はこの仕組みを活かしたまちづくりの実践を進める必要があり
ます。 

◎ 
(⽬標を上回る

成果) 
６ ⾼齢者・障害者等⽀援 
⾼齢者が参加・活動できる場が充実してきており、⾒守り・孤⽴予防の

仕組もできてきています。地域での障害児・者の活動や体験の機会が増
えてきています。疾病や障害に対してより理解を拡げる必要があります。 

○ 
（⽬標通り） 

７ 次世代育成・⽀援 
⼦どもや⻘少年と地域がつながるイベントなど機会が増加しています。

⾝近な地域で⼦育てを⽀援する⾵⼟づくりを進める必要があります。 
○ 

（⽬標通り） 
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３ ⽤語解説集 
 

ア アウトリーチ アウトリーチとは、⼿を伸ばす・⼿を差し伸べるという意味で、社
会福祉の実施機関がその職権によって潜在的な利⽤希望者に⼿を
差し伸べ、利⽤を実現させるような取組のこと。（アウトリーチパ
ートナーとは、ここではその際に協⼒する機関のことをさす。） 

ア あんしん 
キーパー 

後⾒的⽀援制度（福祉施設等の専⾨機関だけではなく、⽇常的に関
わることのできる地域の⽅々の協⼒を得ながら障害のある⽅を⾒
守る制度）において、障害のある⽅の⽇常⽣活を⾒守りながら、何
か気づいたことがあった時には、後⾒的⽀援室に連絡をするお⼿伝
いをしている⼈。 

イ 移動情報 
センター 

移動に関して⽀援を必要とする障害のある⼈及びその家族等を対
象に、移動⽀援に関する情報提供や福祉サービスの紹介・調整等を
⾏っている。 

エ NPO ＮＰＯとは、「Non Profit Organization」（⺠間⾮営利団体）の略
称で、様々な社会貢献活動を⾏い、団体の構成員に対し、利益を分
配することを⽬的としない団体の総称。このうち、特定⾮営利活動
促進法に基づき法⼈格を取得した法⼈をＮＰＯ法⼈と⾔う。 

ケ 健康寿命 健康上の問題で⽇常⽣活が制限されることなく⽣活できる期間の
こと。 

ケ 権利擁護 ⾃⼰の権利や意思を表明することが困難な認知症⾼齢者、知的障害
者等の福祉サービス利⽤者の意思決定を援助し、⽀援を⾏うこと。 

コ コミュニケー 
ションボード 

⽂字や話し⾔葉によるコミュニケーションが難しい⽅々が、ボード
の書いてあるイラスト（絵・記号）を指し⽰すことで⾃分の意思を
周囲の⽅に伝えやすくする道具。 

コ 孤⽴死 家族・親族、⾏政、地域等との関わりが著しく乏しい状況下にある
⼈が、相当期間放置されるような死。介護者、⽀援者が亡くなるこ
とにより、その援助を受けていた⼈が亡くなるケースを含む。死亡
から発⾒までの期間は定めない。（全国的に⾒ても明確な定義がな
い状況のなかでの横浜市の考え⽅） 

サ サロン ⾝近な地域で様々な⼈が気軽に集える”場”のこと。町内会館をはじ
め、空き家や空き店舗、⾃宅の⼀室など、様々な場所で開かれてい
る。 

シ 次世代交流 
ステーション 

次世代交流ステーションは⼦育て中の親⼦、障害児・者、⻘少年を
対象にした４つの機能をもつ複合施設で、平成 23 年３⽉に開所し
た。 

シ シニアクラブ 地域を基盤とする⾼齢者の⾃⽴的な組織。仲間づくりを通して、⽣
きがいと健康づくり、「⽣活を豊かにする楽しい活動」を⾏い、そ
の知識や経験を活かして、地域の諸団体と共同し、「地域を豊かに
する社会活動」に取り組み、明るい⻑寿社会づくり、保健福祉の向
上に努めている。概ね６０歳以上の会員のクラブ。区によっては⽼
⼈クラブ、シルバークラブという名称にしている場合もある。 
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シ 社会福祉協議会 社会福祉法第 109 条に基づき、社会福祉の増進を図ることを⽬的

に全国・都道府県・市区町村のそれぞれに組織されている。⺠間と
しての「⾃主性」と広く住⺠や社会福祉関係者に⽀えられる「公共
性」という⼆つの側⾯を併せ持った組織であり、横浜市においては、
①社会福祉法⼈として専任職員と事務局を持つ市社会福祉協議会
及び 18 の区社会福祉協議会②住⺠主体の任意団体でおおむね連合
町内会エリアで活動する地区社会福祉協議会がある。 

シ 若年性認知症 認知症は⼀般的には⾼齢者に多い病気ですが、65 歳未満で発症し
た場合、若年性認知症とされる。働き盛りの世代に発症すると本⼈
だけでなく、家族の⽣活への影響が⼤きいにも関わらずその実態が
明らかになっていない。 

シ 障害者差別解消
法 

障害のある⼈への差別をなくすことで、障害のある⼈も無い⼈も共
に⽣きる社会をつくることを⽬指して制定された法律で、平成 28
年 4 ⽉から施⾏される。 

シ ⾷⽣活等改善推
進員(ヘルスメイト) 

各区で実施している⾷⽣活改善セミナーを受講した⽅が⾷⽣活改
善を⽬的に活動している。 

シ ジョブスポット ⽣活保護受給者・⽣活困窮者・ひとり親家庭の⽅を対象に、区役所
の福祉部⾨とハローワークが連携し、⽣活相談から就職⽀援まで⼀
体的な就労⽀援を⾏う窓⼝。横浜市では、平成 25 年 2 ⽉に神奈川
県労働局と協定を締結し、連携して「ジョブスポット」設置を進め
ている。 

シ ⾃⽴⽀援協議会 障害者総合⽀援法に定められ、地域において障害者等への⽀援体制
の整備を図るために各市町村に設置された協議会。関係機関の課題
の情報共有や相談機能の強化、地域の関係機関でのネットワーク構
築を⽬的としている。 

セ ⽣活⽀援 
センター 

地域で⽣活する精神障害者の社会復帰、⾃⽴及び社会参加を促進す
るため、精神保健福祉⼠などによる⽇常⽣活相談や情報の提供、地
域交流活動などを⾏っている。 

セ 成年後⾒制度 
（市⺠後⾒⼈含
む） 

判断能⼒が不⼗分な成年者（認知症⾼齢者・知的障害者・精神障害
者等）の権利を保護し、⽀援するための制度。従来は禁治産・準禁
治産制度があったが、硬直的で利⽤しにくいものであり、⾃⼰決定
の尊重を背景に、平成 12 年４⽉に⺠法の⼀部改正により施⾏され
た法定後⾒制度と契約型の制度として創設された任意後⾒制度か
ら成り⽴っている。横浜市では、平成２４年度より、同じ市⺠の⽴
場で被後⾒⼈（成年後⾒制度を利⽤する⽅）を⽀援する「市⺠後⾒
⼈」を養成・活動⽀援している。 

ソ ソーシャル・キャ
ピタル 

地域に根ざした信頼や社会規範、ネットワークといった社会関係資
本等 

タ 団塊の世代 ⽇本において、第⼀次ベビーブームが起きた時期に⽣まれた世代、
第⼆次世界⼤戦直後の 1947（昭和 22 年）〜1949（昭和 24 年）
に⽣まれて、⽂化的な⾯や思想的な⾯で共通している戦後世代のこ
とを呼ぶ。 
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チ 地域活動ホーム 障害者地域活動ホームは障害児・者の地域⽣活を⽀援する拠点施
設。相談⽀援事業、⽇中活動事業、⽣活⽀援事業（⼀時ケア、ショ
ートステイ、余暇活動⽀援、おもちゃ⽂庫）などを実施している。 

チ 地域ケアプラザ 
（地域交流コー
ディネーター） 

誰もが住み慣れたまちで安⼼して暮らせるための拠点として、地域
の福祉・保健活動を⽀援し、福祉・保健サービス等を提供する施設。
地域ケアプラザの地域交流部⾨には「コーディネーター」が配置さ
れており、地域のニーズを発⾒し、受け⽌め、地域の資源（情報・
⼈・場所など）をつなぎ、地域での⽣活を⽀えるネットワークの中
⼼を担っている。 

チ 地域包括ケア ⾼齢者が住み慣れた地域で⾃分らしい暮らしを続けることができ
るよう、医療、介護、予防、住まい、⽣活⽀援が⼀体的に提供され
る体制。 

チ 地域包括⽀援 
センター 

介護保険制度の中に位置づけられた機関で、⾼齢者が⾃分たちの住
み慣れた地域で安⼼して暮らしていくための⾝近な総合相談窓⼝
として横浜市が設置。総合相談、権利擁護、介護予防マネジメント
などを総合的に⾏う。横浜市では、地域ケアプラザ等（特別養護⽼
⼈ホーム併設を含む）において、地域包括⽀援センターの機能を担
う。 

ニ 乳幼児ゆさぶら
れ症候群 

乳幼児揺さぶられ症候群（Shaken Baby Syndrome,SBS）は、概
ね⽣後 6 か⽉以内の新⽣児や乳児の体を過度に揺することで発⽣
する内出⾎などの外傷。児童虐待ともなりうるもので、乳児揺さぶ
り症候群ないし乳児ゆさぶられっこ症候群ともいう。 

ニ 認知症カフェ 認知症の⼈やその家族の居場所作りや⽀援を⽬的に認知症の⼈や
その家族、地域住⺠や専⾨職等、誰もが気軽に⽴ち寄ることができ
る集いの場。 

ニ 認知症 
サポーター 
（キャラバン 
メイト含む） 

「認知症サポーター養成講座」受講により、認知症について正しく
理解し、認知症の⼈と家族を温かく⾒守ることのできる応援者で、
⼦どもから⾼齢者まで誰でもなることができる。また、認知症サポ
ーターを養成する講師として「キャラバン・メイト」の活動がある。 

ハ ハートフル 
サポーター 
(ゲートキーパー) 

⾝近な地域のつながりの中で⾃殺のサインに気づき、専⾨機関など
へつなぐ役割を担う⼈材「ゲートキーパー」のことを、栄区では「さ
かえ・ハートフルサポーター」と呼んでいる。区⺠誰もが「さかえ・
ハートフルサポーター」になることを⽬指し、研修を⾏っている。 

ハ 発達障害 発達障害とは、発達障害者⽀援法では「⾃閉症、アスペルガー症候
群その他の汎⽤性発達障害、学習障害、注意⽋陥多動性障害その他
これに類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢におい
て発現するものとして政令で定めるもの」と定義されている。 
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